
実施状況
次のステップに向けて期待したい
内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとして
の意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、
その理念を共有して実践につ
なげている

○事業所と地域とのつき
あい
　利用者が地域とつながりな
がら暮らし続けられるよう、
事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

○事業所の力を活かした
地域貢献

　事業所は、実践を通じて積
み上げている認知症の人の理
解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かし
た取り組み
　運営推進会議では、利用者
やサービスの実際、評価への
取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの
意見をサービス向上に活かし
ている

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連
絡を密に取り、事業所の実情
やケアサービスの取組みを積
極的に伝えながら協力関係を
築くように取り組んでいる。

○身体拘束をしないケア
の実践

　代表者及び全ての職員が
「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介
護予防サービス基準における
禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、
玄関の施錠を含めて身体拘束
しないケアに取り組んでいる

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐
待防止法等について学ぶ機会
を持ち、利用者の自宅や事業
所ないでの虐待が見過ごされ
ることがないよう注意を払
い、防止に努めている
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自己評価 外部評価

実施状況

Ⅰ．理念に基づく運営

1 1

『自己決定を尊重し、その人ら
しい生活を支える』として理念
を掲げたことで、職員本位にな
らずに必ず入居者の立場になっ
てその方の想いを達成できる関
わりに努めている。新入職の職
員にも理念を意識して業務に励
んでいただけている。

　入居者の手による理念が各フ
ロアエレベーター出入り口に掲
げてある。毎日の生活の中でや
りたい事、入浴の時間、飲みた
い物、自分の居場所等々、職員
は入居者の希望を大切にし、思
いを尊重しながら支援してい
る。

　職員は、此方の都合で決定し
たり指示する事なく入居者の思
いを尊重し、見守りながらの支
援を心掛けている。今後も理念
に副った支援の継続に努められ
たい。

2 2

近隣にイズミヤやお菓子商店が
あり、職員と共に買い物へ出か
けていただいている。ただその
度合いは高くなく、今後はさら
に地域に関わって行く必要があ
る。
近隣ＧＨの方との交流会には積
極的に参加している。

　「ＬＩＣはびきの」で行われ
る催しに参加したり、秋のだん
じりを見に出掛けたりしてい
る。事業所全体で行う「あおや
ま秋祭り」では、近隣に挨拶回
りを行い配慮している。「秋祭
り」には、中学校の吹奏楽の演
奏もある。

　建物の立地環境がやや地域住
民と隔たりがあるが、散歩や買
い物での外出時には積極的に近
隣の方々と触れ合う機会を持た
れたい。その様な中から事業
所、また認知症の理解が更に深
まって行く事を期待する。

3

運営推進会議や家族との話し合
いの中で、ＧＨでの取り組みや
認知症の方への関わり方法をお
伝えする事はあるが、地域の方
へとなると、貢献はまだまだ努
力が必要である。

4 3

二ヵ月に一度行っている会議で
の意見や情報・提案などを踏ま
え、すぐに取り組めることは早
急に、検討が必要な場合は上位
会議で報告・相談して反映させ
て頂いている。

　２か月に１度、ホームのリビングで
開催されている。現状報告・行事実施
報告・今後の予定・菜園活動報告等が
なされている。また、ホームのブログ
“グルホあおやまのほっこり街道”
を見て感想を頂いている。家族へは順
番に声掛けをしているが、出席が多い
とは言えない。

　会議のメンバー構成の上で、家族の
出席ははずせない。会議の意義をよく
説明する、また議題としては、ホーム
で取り組んでいる事や日頃の支援の様
子、支援の成果や困っている事等々を
具体的に話す等内容に工夫を凝らす、
などで家族の出席に繋げられたい。こ
の場が家族同士の交流の場のひとつと
なると良いと思う。

5 4

市の職員とも、介護保険上の事や加
算に関する事、運営上に不明な点を
相談させて頂くとすぐに回答を頂け
ていることから円滑な関係を構築さ
せて頂いている。研修等の情報も積
極的に頂き地域包括が実施された歯
科の研修などに参加した。

　市職員の運営推進会議への出
席で、ホームの実情はよく伝
わっている。相談事もし易く、
協力関係にある。

　運営推進会議では質問や助言
等を頂いている。今後も積極的
に関わりを持ち、協力しながら
ホームの充実へと繋げられた
い。

6 5

身体拘束についてはＧＨ職員の
みならず、法人職員も禁止意識
は高い。
フロア内エレベーターについて
は暗証番号制御されており、誰
かと共に外出して頂くシステム
になっている。正職員は全員
「身体拘束．虐待について」の
研修を受講した。

　青山病院での「身体拘束と虐
待について」のスキルアップ研
修に参加した。テレビ等で問題
の報道がなされた時は、会議の
中で話題にし、意識を新たにし
ている。エレベーターは暗証番
号で制御されている。

　日頃の支援を職員同士で振り
返ることも忘れずに、今後も身
体拘束をしないケアの実践に取
り組んでいかれたい。

7

虐待の入り口には乱れた接遇が
あると考えている。言葉遣いか
ら始まる多種の接遇面を職員皆
が守る事が、ひいては虐待防止
につながると考えている。
虐待防止についての定期的な意
識向上を行っていき職員間で注
意しあう様にしている。



○権利擁護に関する制度
の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活
自立支援事業や成年後見人制
度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し
合い、それらを活用できるよ
う支援している

○契約に関する説明と納
得
　契約の締結、解約または改
定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分
な説明を行い理解・納得を
図っている

○運営に関する利用者、
家族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要
望を管理者や職員並びに外部
者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている

○運営に関する職員意見
の反映

　代表者や管理者は、運営に
関する職員の意見や提案を聞
く機会を設け、それらを反映
させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員
個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向
上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めてい
る

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一
人ひとりのケアの実際の力量
を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きな
がらトレーニングしていくこ
とを進めている

○同業者との交流を通じ
た向上
 代表者は、管理者や職員が
同業者と交流する機会を作
り、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問の活動を通じ
て、サービスの質を向上させ
ていく取組みをしている

8

一名の入居者が後見人制度を利
用されている。弁護士との連絡
もこまめに行っており関係性は
円滑である。ただ、後見人制度
そのものには学習不足は否めな
いことから、さらなる知識向上
が求められ今後の課題にも成
る。

9

契約書・重要事項説明書を踏ま
えた説明でご了承いただいてい
る。料金や加算の変更について
も即時入居者家族に連絡しご了
解いただいている。疑問が出れ
ばすぐにご連絡頂ける関係性も
構築できている。

10 6

上記にあるように疑問・提案・苦情
があればすぐに連絡頂ける関係性は
ある。事業所で回答が難しい場合は
上位会議にて議題としてあげてい
る。
早急な対応で解決に繋げている。玄
関先には意見箱を設置している。

　家族の来訪時に近況報告を行っ
ており、対面の中で意見や要望等
を聞いている。駐車場の件で苦情
が寄せられたが、早急に改善が図
られた。また支援の要望から、
“リハビリ体操”を毎日取り入れ
るようになった。

　意見や要望、苦情等はホーム
の充実、支援の充実につなが
る。何でも言って貰える関係作
りを今後も大切にされたい。家
族同士が話し合える場（家族会
等）の設置も今後の取り組みと
して期待する。

11 7

月に一回、フロア単位の会議とＧＨ
全体の会議を開催している。会議一
週間前には職員個々に議案を提出し
てもらい、回答を集め、皆の意見が
会議内ですぐに話し合える状況を
作っている。正職員やパートの意見
が同等に扱われるように上位職は心
がけている。

　フロア会議や全体会議の中
で、意見や提案等を出し合う機
会を持つ。支援の中での困り事
や悩みを、解決に向け話し合っ
たりもしている。

　自発的な意見や提案が出され
る環境作りを大切にして、更な
る支援の充実へと繋がるよう期
待する。

12

春に人事考課を行っている。自
己評価や直属上司による一次考
課、管理上司による二次効果を
行い、正当な評価が受けられる
ように取り組んでいる。考課表
を示す事で職員自身も何をすべ
きことなのかを把握できる効果
がある。

13

ＧＨには学習委員を設置してお
り、自主研修・他事業所との合
同研修を定期的に行っている。
隣接している青山病院その他グ
ループ事業で行われている参加
可能な研修にも進んで足を運ん
でいる。今年度正職員は喀痰吸
引の研修を受講している。

14

近隣ＧＨとのつながりを持つた
めに『グループホームの集い』
に参加している。一ケ月に一度
は管理者・計画作成担当者の集
まりがあり、入居者・職員の交
流の月もあり、それに参加して
いる。職員同志で食事を兼ねて
意見交換の場にも参加する職員
に偏りが無いよう心掛けてい
る。



○初期に築く本人との信
頼関係
 サービスの利用を開始する
段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を
確保するための関係づくりに
努めている

○初期に築く家族等との
信頼関係
 サービスの利用を開始する
段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、本人の安心
を確保するための関係づくり
に努めている

○初期対応の見極めと支
援
 サービスの利用を開始する
段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利
用も含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支え
あう関係
 職員は、本人を介護される
一方の立場に置かず、暮らし
を共にする者同士の関係を築
いている

○本人と共に過ごし支え
あう家族との関係

 職員は、家族を支援される
一方の立場に置かず、本人と
家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を
築いている

○馴染みの人や場と関係
継続の支援

 本人がこれまで大切にして
きた馴染みの人や場所との関
係が途切れないよう、支援に
努めている

○利用者同士の関係の支
援

　利用者同士の関係を把握
し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支
え合えるような支援に努めて
いる

○関係を断ち切らない取
組み
　サービス利用（契約）が終
了しても、これまでの関係性
を大切にしながら、必要に応
じて本人・家族の経過をフォ
ローし、相談や支援に努めて
いる

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

入居時のアセスメントはもとよ
り、家族にも協力して頂き、そ
の方の想いを教えて頂くような
用紙を用意している。
職員は入居者ごとの担当者を決
めており、その方の想いが聞き
だせるための馴染みの関係が築
けるように心がけている。

16

入居時では家族の状況・不安・
要望を必ず聞き取っている。入
居直後は特に家族への情報提供
は欠かさない。上記にある入居
者ごとの担当者が月に一度『あ
おやま便り』という手書きのお
手紙を写真を添えてお渡しして
いる。

　家族と馴染みの美容院へ通う
方がおられる。出掛ける事が好
きだった方は、「シニアトラベ
ル」を利用して四天王寺や歌舞
伎を観に行くなど毎月外出され
ている。初詣には毎年誉田八幡
宮に詣でている。

　図書館を利用し、本を借りて
いる方もおられる。今後も入居
者それぞれの過去を大切にし
て、好きだった事や続けてきた
事、思い出の場所への訪問な
ど、継続の支援に努められた
い。

17

入居時には生活歴を聞き、その
方の今ある状況を受け止め、そ
の方に合った支援を提供するよ
う心掛けている。直後は絶えず
家族と情報交換を行い、ケアの
見直しや展開を相談している。

18

調理・掃除などの家事について
は積極的に協力して頂いてい
る。自立支援の観点でもある
が、「共に力を合わせて暮らし
ている」ということを入居者に
もメッセージとして表したいた
めの取り組みである。

19

家族の訪問は多い。毎日昼食の
介助に来て下さる方や、大きな
行事には多数出席して下さるな
ど協力して頂いている事は多
い。家族との繋がりをいつまで
も持っていただけるように関
わっており、家族もそれに応え
て下さっている。

20 8

近隣にお住まいの方が多いこと
からか、友人の面会も多い。
誕生日に昔懐かしい店に食事に
出かけるなどのレクリエーショ
ンを行っている。
シルバー対象の旅行会社を利用
して日帰りでのお出かけされる
方もおられる。

21

ＧＨ自体の建物が広くない事も
功を奏してか、入居者は一応に
してリビングに出て来られる。
中には言い合いになり職員が仲
裁に入る事もあるが、にぎやか
にも楽しくお過ごしいただけて
いる。

22

過去に退居された方であって
も、法人として、またＧＨ職員
として関わっていることは少な
くない。病院が運営母体である
こともあり医療面や、老健・デ
イ・小規模等の事業もグループ
内にある事でいつまでも関係性
を保持できている。



Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方
の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本
位に検討している

○これまでの暮らしの把
握
一人ひとりの生活歴や馴染み
の暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等
の把握に努める

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし
方、心身状態、有する力等の
現状の把握に努めている

○チームでつくる介護計
画とモニタリング

本人がより良く暮らすための
課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意
見やアイディアを反映し、現
状に即した介護計画を作成し
ている

○個別の記録と実践への
反映

日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共
有しながら実践や介護計画の
見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための
事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々
に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスにとらわ
れない、柔軟な支援やサービ
スの多機能化に取り組んでい
る

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えて
いる地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安
全で豊かな暮らしを楽しむこ
とができるよう支援している

○かかりつけ医の受診診
断

受診は、本人及び家族等の希
望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関
係を築きながら、適切な医療
を受けられるように支援して
いる

　出来る事、出来ない事を明確に
して、統一した介護ができるよう
に努めている。本人の希望を盛り
込み、家族の声、職員の意見も入
れ計画を立てている。会議には本
人の出席もある。「ケア記録」表
下段には各人の「ケアプラン実施
内容」が書かれており、短期目標
の達成に向けて職員が意識して取
り組むしくみが出来ている。

　入居者が明るく楽しい毎日が
送れるように、短期目標も具体
的な楽しく取り組める内容を盛
り込んで欲しいと思う。“ドー
ルセラピー”を取り入れた方も
おられる。経過記録もしっかり
残されたい。

23 9

理念に『自己決定を尊重し、そ
の人らしい生活を支える』とあ
ることから、ケアマネジメント
はもとより職員全員が入居者本
位のケアを前提に行動してい
る。

　部屋に行って話を聞く、横に
座って話を聞く、１対１での散
歩など、コミュニケーションを
大切にした対応を行っている。
居室担当者を決めている。

　入居者との意思疎通が大切と
なる。口に出せない思いも汲み
取れるよう、更に研鑽を積んで
いかれたい。

24

入居時のアセスメントは生活歴
や嗜好を教えて頂けるような用
紙も用意している。直接の情報
収集は当然行っている。

25

入居者ごとの担当者を設置して
おり、その担当者が会議にてそ
の方の心身状況の変化が見られ
れば発表し、全員が把握できる
状況を作っている。

26 10

家人の面会が多く、プランに反
映できるように会話の中での
ニーズを逃さないように心がけ
ている。月に一回行うフロア単
位の会議にて入居者のプラン見
直しの会議を設けている。チー
ムでのサポートを行うためにも
ほぼ全員からの情報発信をうな
がしている。

　診療情報が共有できるよう記
録で確認、家族にも情報を伝え
きめ細かい支援が続けられてい
る。心療内科医の往診、歯科の
定期診療等かかりつけの薬局と
も相談しやすい関係がある。

　ホームが生活の場であること
を大切に、一人ひとりの病気を
把握し生活での変化を、観察し
予防に繋がる情報提供に役立て
られたい。

27

介護記録をきめ細かく記載する
とともに、情報メモという支援
記録と気づきが記載できる書類
を通じて職員間の情報共有を
図っている。それに基づくモニ
タリングを計画作成担当者は実
施している。

28

ＧＨの建物の一階部分が通所リ
ハとなっていることから、通所
リハのＰＴに相談できる環境で
あり、そのＰＴもフロアに来て
その対象者を直接に見たうえで
の動作訓練を職員にできる環境
である。

29

地域資源の利用については関わ
りは弱い。近隣のイズミヤへ買
い物には行くが、その他の近隣
施設を利用できているとは言い
難く、課題である。

30 11

入居前に関わっておられた馴染
みにかかりつけ医に引き続き診
てもらっている入居者は数名お
られる。訪問診療を利用してい
る方もおられ、定期的な健康管
理が出来ている。



○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの
中でとらえた情報や気づき
を、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるよう支援し
ている

○入退院時の医療機関と
の協働

利用者が入院した際、安心し
て治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できる
ように、病院関係者との情報
交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを
行っている

○重度化や終末期に向け
た方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期の
あり方について、早い段階か
ら本人・家族等と話し合いを
行い、事業所でできることを
十分に説明しながら方針を共
有し、地域の関係者と共に
チームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備
え

利用者の急変や事故発生時に
備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的
に行い、実践力を身に付けて
いる

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身に
つけるとともに、地域との協
力体制を築いている

31

週に一回、隣接協力病院の看護
職員が入居者全員の病状把握・
相談・指導に来設している。訪
問診療に同席する事も多く、医
療との連携は円滑である。

32

医療法人が運営するＧＨである
事から隣接の病院との連携は円
滑である。医師・看護師のみな
らず、病院内の地域連携室から
の情報は個人情報に留意しなが
らも行われ、入退院についても
スムーズに対応させて頂いてい
る。

33 12

入居契約時に入居者及び家族に
対して、当グループホームにお
ける指針の内容を説明した上
で、入居者の重度化時及び急変
時には重度化対応について話し
合っている。また、ＧＨでの生
活継続が困難と思われる場合に
おいても適切な施設への転居を
提案させて頂くなど、入居者及
びご家族の意向を踏まえながら
話し合っている。

　これまで医療行為が必要にな
れば協力医療機関に依頼、看取
りを見守ってきた。

　高齢の入居者が慣れ親しんだ
環境の中で最期をどのように過
ごしたいのか、自己決定の極み
として思いに応えられる支援を
検討されたい。

34

隣接の病院内研修においても、
看護師・病院ワーカーが参加す
るような急変時対応研修があ
り、ＧＨ職員はそれにも可能な
限り参加してホーム内での勉強
会を行っている。

35 13

災害時対応マニュアルを職員は
周知していると共に、消防訓練
も定期的に実施している。運営
推進会議を通じて近隣の方が参
加・協力して頂けるような訓練
にしていく。

　入居者を含む訓練が実施され
記録も残されている。備蓄品は
関連機関に保管され職員に周知
している。

　災害等に対し、特に夜勤対応
を具体的に想定したり、職員の
異動時に自主訓練を行うなど、
日常的に周知できるよう計画さ
れたい。



Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊
重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、
誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や
自己決定の支援
　日常生活の中で本人が思い
や希望を表したり、自己決定
できるように働きかけている

○日々のその人らしい暮
らし
　職員側の決まりや都合を優
先するのではなく、一人ひと
りのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援してい
る

○身だしなみやおしゃれ
の支援
　その人らしい身だしなみや
おしゃれができるように支援
している

○食事を楽しむことので
きる支援

　食事が楽しみなものになる
よう、一人ひとりの好みや力
を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付
けをしている

○栄養摂取や水分確保の
支援
　食べる量や栄養バランス、
水分量が一日を通じて確保で
きるよう、一人ひとりの状態
や力、集会に応じた支援をし
ている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じ
ないよう、毎食後、一人ひと
りの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用
を減らし、一人ひとりの力や
排泄パターン、習慣を活かし
て、トイレでの排泄や排泄の
自立に向けた支援を行ってい
る。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影
響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ
等、個々に応じた予防に
取り組んでいる
○入浴を楽しむことがで
きる支援
　一人ひとりの希望やタイミ
ングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援
をしている

　入居者に対する声かけ言葉遣
いに特に注意している。居室へ
の入室時の声掛け、衣類の整理
等は共同で行うなど、馴れ合い
にならぬようにしている。

　居室での生活時間はプライバ
シーそのもの。鍵をかけている
入居者もいるとのこと。今後も
適切な配慮ができる支援に期待
する。

36 14

接遇に関しては職員に、介護す
る上での根本的な姿勢を教育し
ている。日々の中でも声掛け・
プライバシーの保護を十分注意
したケアを実践するよう努めて
いる。又スキルアップ研修にも
参加している。

　訪問時も昼食を準備をする入
居者の慣れた手つきがあった。
月１回の外食、誕生会等行事メ
ニューも提供されている。入居
者の状態に合わせた食事も工夫
されている。職員も一緒に食事
をしながら声掛けをしている。

　入居者の残食はほとんどない
という。職員の手で作られた食
事が「美味しかった」と食べて
いただける日が続くよう願う。

37

飲みたい飲み物の選択、衣服や
野菜にかけるドレッシングの決
定など、自己選択・自己決定で
きる環境では、必ず自分の意思
を聞き、想いが反映できる生活
づくりを行っている。

38

理念に沿ったケアを皆が実践す
ることと、だれが主人公なの
か、を絶えず意識する事で入居
者本位のケアが実践できてい
る。

口腔ケアについては研修を通じ
て知識・技術の向上に努めてい
る。また、訪問歯科の医師・歯
科衛生士から教えをいただくこ
ともあり、それを実践してい
る。

39

パジャマで過ごす、ということ
がないように入居者に無理なく
声掛けし、ホーム内であっても
人と会える装いで過ごしていた
だいている。出掛ける時などに
化粧などして頂けるようなサ
ポートを行っている

40 15

食事に関しては開設以来、職員
が意識して入居者と関わってい
る。それにより入居者も炊事場
に立つことがステータスになっ
ている。炊事仕事の取り合いで
入居者間で諍いになる事があっ
たので、当番制で行って頂いて
いる。

水分補給や食事形態の検討、医
師・看護師への相談・受診、家
族への相談などあらゆる視点か
ら予防に努めている。夜間帯ト
イレ誘導時にも水分補給を促し
ている。

41

食事については、委託業者がメ
ニュー作成と食材配達を行って
いる。その為、栄養管理につい
ては問題がない。個人的な食事
への留意については本人・家族
と共に話し合って決めている。

42

43 16

必要な方については排泄チェッ
ク表を作成し、その方に応じた
ケアを提供するようにしてい
る。出来る限りいつまでも布パ
ンツを使用し、トイレで排泄で
きるように職員全員が尽力して
いる。

　見守り、声掛けの必要な人を
共有しながら支援している。ト
イレは整理され、清潔に管理さ
れ入居者が利用しやすい状態に
ある。

　言葉での把握が難しくても行
動から組み取ることができる環
境作りは重要である。今後も活
かされたい。

44

45 17

曜日・時間を決めず、その方に
聞きながら、気分の良い時に入
浴を楽しんでいただいている。
ただ、体調変化のリスクがある
為、対応できる職員の手が多い
９時から１７時頃の入浴にして
頂いており、夜間入浴は実施し
ていない。

　浴室も着脱室も普通の家庭の
雰囲気がある。入居者別のシャ
ンプー等が立体的に整理され、
床面が確保されている。週２回
一日３名あとは希望時に支援し
ている。

　入浴を嫌がる人への対応経験
も共有できるようになり、入浴
がより心身をリラックスする支
援として免疫アップに繋いでほ
しい。



○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やそ
の時々の状況に応じて、休息
したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している
薬の目的や副作用、用法や要
領について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認
に努めている

○役割、楽しみごとの支
援

　張り合いや喜びのある日々
を過ごせるように、一人ひと
りの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気
分転換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望
にそって、戸外に出かけられ
るよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場
所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるよう支
援している
○お金の所持や使うこと
の支援
　職員は、本人がお金を持つ
ことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に
応じて、お金を所持したり使
えるように支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自ら
が電話をしたり、手紙のやり
取りができるように支援して
いる
○居心地のよい共用空間
づくり

共用の空間（玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）は、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生
活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工
夫をしている

○共用空間における一人
ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りにな
れたり、気の合った利用者同
士で思い思いに過ごせるよう
な居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居
室の配慮

就寝時間は設けず、自然と自身
から床について頂けるように心
がけている。昼寝についてはあ
まり寝過ぎにならないよう30分
～1時間程度で声かけしてい
る。

個別プランには役割を位置付け
ており、「一緒に生活を作り上
げている」ことを実感して頂け
るよう、菜園活動や食事作り・
清掃など共同生活の中での役割
を持っていただいている。

46

基本的にはＧＨ内に個人での金
銭持ち込みは禁止させて頂きて
る。しかし外出時の買い物・飲
食や外食については前もって立
て替えなどで対応し、買い物が
楽しめる状況にはするように努
めている。

47

薬のしおりを確認して皆の薬に
ついての理解を深めている。服
用しづらい方には入れ物を用意
するなど工夫をしている。

48

19

リビングの窓が大きく、駐車場
を挟んで幹線道路に面している
ことから日当たりが良く、木々
の色付きを見て頂けたり風を感
じて頂ける。季節の移り変わり
が分かる環境である。ホーム内
は清潔を保つようにして、居心
地が良い空間作りを行うように
心がけている。観葉植物や熱帯
魚の水槽を設置し入居者の癒し
になっている。

「今日のご飯は何かな」を感じ
させる雰囲気の中でフロアでく
つろぐ入居者の姿がある。４カ
所のテーブルでゆったりしたス
ペースである。職員の顔写真、
勤務者が貼られている。温度・
湿度調整加湿器が置かれてい
る。

　フロアで過ごす時間が多い入
居者にとって自分の意思で行動
できることをサポートする支援
を願う。

49 18

その方の想いに添えるような外
出などの援助を行っている。家
族の協力も得ながら、外出・外
泊も行っている。
H26秋より一部の方が月一回の
ペースでシルバー旅行会社を利
用し外出できている。

　外食や花見、定例の計画から
日常的には図書館、喫茶店、買
い物、事業所周辺での散歩等可
能な限り調整しながらの支援が
ある。

　高齢化に伴い積極的な希望が
少なくなる中で外出は社会への
関わりが実感できる最大の支援
ともいえる。外気に触れ近隣の
方との挨拶等今後も続けられた
い。

50

20

居室は、タンスなどの家具も今
まで本人が使用していた馴染み
の物を置いて頂き、その場所を
自分の居場所だと感じて頂くよ
うに、また、使いやすいように
自由にレイアウトして頂いてい
る。食事の時は本人用の茶碗や
箸・コップを使用して頂いてい
る。

　ベッド以外は入居者の物がそ
れぞれ持ち込まれている。家族
の思いが伝わることで尊厳が保
たれている様子がある。全居室
には職員が作成した写真がファ
イルされ入所時からの入居者の
変化を伝えるものになってい
る。

入居者にとって居室での生活の
中心はベッド上になる。こまめ
な清掃を入居者と共同作業で習
慣とされたい。

51

電話取り次ぎ要望は少なく、掛
かってくれば取り次ぐ程度。友
人からの手紙が届く方もおられ
る

52

53

ハード自体が狭いことから、人
同士が関われる環境であはある
が、一人になれる場所は居室の
みである。もう少し小グループ
で関われるセミパブリックな空
間があればなお良かった。

54



○一人ひとりの力を活か
した安全な環境づくり。

　建物内部は一人ひとりの
「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつで
きるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

フロア内は基本的にすべて自由
な空間である。新聞や雑誌を置
き、パズルやドリルがある。居
室には自分の趣味や好きな事に
通じる物を置いて頂く事で、自
分らしさ失わないようにして頂
いている。

55



Ⅴ　アウトカム項目

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

56
職員は利用者の思いや願い、
暮らし方の意向を掴んでいる

①ほぼ全ての利用者の
②利用者の３分の２くらいの
③利用者の３分の１くらいの
④ほとんど掴んでいない

57
利用者と職員が、一緒にゆっ
たりと過ごす場面がある

①毎日ある
②数日に１回ある
③たまにある
④ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペー
スで暮らしている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援するこ
とで生き生きした表情や姿が
みられれている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいと
ころへ出かけている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

64
通いの場やグループホームに
馴染みの人や地域の人々が訪
ねてきている

①ほぼ毎日のように
②数日に１回程度
③たまに
④ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療
面、安全面で不安なく過ごせ
ている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や
要望に応じた柔軟な支援によ
り、安心して暮らせている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

68
職員からみて利用者の家族等
はサービスにおおむね満足し
ていると思う

①ほぼ全ての家族が
②家族の３分の２くらいが
③家族の３分の１くらいが
④ほとんどできていない

65

運営推進会議を通して、地域
住民や地元の関係者とのつな
がりの拡がりや深まりがあ
り、事業所の理解者や応援者
が増えている

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くない

66 職員は活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が
②職員の３分の２くらいが
③職員の３分の１くらいが
④ほとんどいない

67
職員から見て、利用者はサー
ビスにおおむね満足している
と思う

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

63

職員は、家族が困っているこ
と、不安なこと、求めている
ことをよく聞いており信頼関
係ができている

①ほぼ全ての利用者と
②利用者の３分の２くらいと
③利用者の３分の１くらいと
④ほとんどできていない


